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　第14回「日本医師会赤ひげ大賞」表彰式が、令
和８年３月５日17時から東京プリンスホテル（東
京都港区）２階「鳳凰」にて、フジテレビアナウ
ンサーの奥寺健氏の司会のもとで開催された。赤
ひげ大賞は、全国の都道府県医師会の推薦した「病
を診るだけではなく、地域に根付き、その地域の
かかりつけ医として、生命の誕生から看取りまで、
さまざまな場面で住民の疾病予防や健康の保持増
進に努めている医師」を対象とし、毎年５名を選
定して日本医師会が表彰している。受賞者の活動
を顕彰することで、各地の医療環境整備、医療活
動の充実に寄与することを目的としており、平成
24年に創設されたものである。日本医師会と産経
新聞社が共催し、厚生労働省とフジテレビジョン、
BSフジが後援し、太陽生命保険株式会社が特別
協賛している。
　今回の表彰式には、５名の大賞受賞者（１名代
理出席）とともに、20名の赤ひげ功労者も出席さ
れていたが、選考委員として、東大名誉教授のロ
バートキャンベル氏、俳優の檀ふみ氏、宇宙飛行
士の向井千秋氏らと共に、京都大学等の医学生６
名も参加していたことが衆目を集めた。
　表彰式では、まず松本吉郎日本医師会長が主催
者を代表して挨拶され、「受賞者はいずれも、地
道に、そして献身的に医療に従事されてきた方々
ばかり。医療を超えた患者との信頼関係を築き、
地域を守ってこられたことに改めて敬意を表す
る」と祝辞を述べ、さらに「わが国の高齢者数が
ピークに達する2040年に向け、治す医療だけでな
く、治し支える医療の重要性が今後ますます高ま
る」と指摘。「患者が住み慣れた地域で、いつま
でも健やかに暮らせるよう、医師には時代ととも
に変化する医療ニーズに柔軟に応えていく必要が
ある」との認識を示し、日本医師会として、こう

した医師の活動を支えながら地域医療の充実に寄
与する考えを示した。
　その後、黒瀬巌日本医師会常任理事が選考経過
報告をされた。大賞受賞者５名は、木村守和氏（福
島県医推薦、楽寿会理事長）、林正氏（埼玉県医
推薦、大宮林医院顧問）、川室優氏（新潟県医推薦、
高田西城病院理事長・院長）、出水明氏（大阪府
医推薦、出水クリニック理事長・院長）、前川裕
子氏（徳島県医推薦、徳島県立三好病院内科副部
長）であった。
　特筆すべきこととして、５名の１名が新潟県医
師会が推薦した川室優先生が選出されたことはと
ても嬉しく、かつ誇らしく感じられた。選定理由
として川室先生は、長年に渡って仁寿の精神を掲
げ、精神障害者への偏見・差別解消の理解に尽力
されたことが評価されたものであった。新潟県か
らは、第６回（平成30年発表）の藤巻幹夫先生、
第７回（平成31年発表）の堀川楊先生についで３
人目の大賞受賞者であった。
　表彰は、大賞受賞者が１名ずつその活動と功績
についてビデオで紹介された後に会長から表彰状
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を受け、産経新聞社社長の近藤哲司氏からトロ
フィーと副賞を手渡された（木村氏はご病気のた
め欠席され、ご家族が代理受賞された）。各受賞
者は喜びの受賞挨拶をされたが、川室先生が長年
尽力されたご苦労について約９分間詳しくスピー
チをされたことは印象的であった。
　表彰の途中で、高市首相が来賓として登壇され、
「受賞された方々は、病を診るだけではなく、地
域に根付いたかかりつけ医として、さまざまな場
面で住民の疾病予防や健康の保持増進に尽力さ
れ、長年にわたって住民の生活を医療の面で支え
てこられた」と祝辞を述べられた。その後、20名
の功労者の紹介・表彰の後に近藤社長から閉会の
ご挨拶がされた。
　引き続いて、レセプションが18時30分から開催
された。上野賢一郎厚生労働大臣の来賓祝辞、乾
杯の後、秋篠宮皇嗣同妃両殿下がご来賓として出

席された。両殿下は各テーブルを移動しながら受
賞者、選考委員、医学生らと和やかに懇談され、
その様子には高貴な格調高い雰囲気が感じられ
た。両殿下が退室された後、レセプションの後半
は、医学生と大賞受賞者の質疑応答のコーナーが
設けられ、受賞者は一つひとつの質問に教訓に富
む回答をされていた。最後に大賞受賞者は、会長、
選考委員、医学生と集合写真撮影をされた。
　20時に中締めとなり、盛会裏に終宴となった。
　本会からは、堂前会長と筆者が参加したが、各
都道府県から医師会関係者、受賞者の近親者、共
催・協賛関係者、報道関係者など総勢およそ300
名が参加され、盛大な会であった。来賓の方々の
すばらしさから赤ひげ大賞の品格の高さに感銘を
受ける会でもあった。なお、授賞式の模様は、
YouTube や日医のＨＰでも視聴できるので、是
非ご覧いただきたい。（写真は全て筆者撮影）
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